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賛否表

平成26年度 補正予算
2平成25年度 決算および

一般質問10人
町民ひろば
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　平成26年第３回９月定例会は、９月５日から26日までの会期で開催され

ました。

　平成25年度決算は原案通り認定、平成26年度補正予算審議は賛成多数で

可決されました。

　賛否表はＰ３を参照してください。

決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

平成25年度 一般会計決算

歳出 118億2,327万円
前年度比　２億9,631万円の減額

平成26年度 一般会計補正予算

前年度比　５億7,675万円の増額

予算総額　127億2,632万円
４億5,032万円歳入

実質公債費比率16.1％（＊）

改善された粕屋町
（＊）18％以上は、地方債の発行に知事の許可が必要
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議案名

粕
屋
町
の
証
明
書
手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正

粕
屋
町
駅
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
に 

関
す
る
条
例
の
改
正

粕
屋
町
学
童
保
育
所
の
受
け
入
れ
時
間
と
料
金
改
正

粕
屋
町
総
合
体
育
館
利
用
料
金
の
改
正

粕
屋
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
か
か
わ
る

条
例
の
制
定

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別 

会
計
補
正
予
算

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

○⇒賛成　●⇒反対
ー⇒退席　欠⇒欠席

議案番号 40号 41号 42号 43号 44号 47号 49号 50号 54号 55号 56号 57号

所　属
委員会

採決結果 可決 一部修正
可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

議場（賛成/反対） 9/5 14/0 11/3 14/0 12/2 13/1 12/2 14/0 14/0 12/2 12/2 14/0

付託委員会 総務 総務 総務 総務 厚生 予算 予算 予算 決算 決算 決算 決算

総　務

山𦚰　秀隆 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊藤　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　晃 ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○

建　設

長　義晴 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

太田　健策 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内　勇臣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

因　辰美 正 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 副 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○

福永　善之 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

木村　優子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　長 進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

９月定例会における、主な議案に対する

各議員の賛否結果一覧

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。

3
粕屋町議会だより№134
2014.9月議会号



○
乙
仲
原
西
区
子
供
広
場
建
設

　

建
設
場
所　

粕
屋
町
大
字
仲
原
２
４
９
３
の
１

　

面
積　

１
２
６
４
㎡

　

整
備
工
事
費
な
ど　

１
億
３
，３
４
２
万
円

　

�　

数
年
前
に
子
供
広
場
の
場
所
が
契
約
解
除
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

新
し
い
場
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
地

権
者
と
の
契
約
が
結
ば
れ
、

新
し
い「
乙
仲
原
西
区
子
供
広

場
」が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
達
に
は
お
お
い
に
喜

ば
れ
、
大
切
に
利
用
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
消
防
団
練
習
施
設
建
設

　

建
設
場
所　

粕
屋
町
大
字
仲
原
９
９
１
の
77

　

面
積　

２
，４
４
０
㎡

　

造
成
・
照
明
工
事
費　

１
，５
２
１
万
円

　

�　

新
し
い
学
校
給
食
調
理
場
建
設
を
行
う
た
め
、�

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
消
防
団
練
習
場
の
移
転
が�

必
要
と
な
り
、
こ
の
た
び
の
移
転
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　

工
事
費　

7
億
５
１
０
万
円

　

�　

大
川
小
学
校
第
1
期
大
規
模
改
造
工
事
。

　

屋
上
防
水
、ト
イ
レ
改
修
、昇
降
口
改
修
、受
水
槽
な
ど
。

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　

�

工
事
費　

6
億
１
，６
２
８
万
円

　

�　

粕
屋
中
学
校
第
1
期
大
規
模
改
造
工
事
。

　

屋
上
防
水
、
外
壁
改
修
、
建
具
改
修
、
附
属
棟
改
造
、�

　

受
水
槽
な
ど
。

○
Ｊ
Ｒ
長
者
原
駅
西
駐
車
場

　

�

収
入
額　

８
４
０
万
円

　

�　

議
員
か
ら
収
入
増
に
向
け
、
３
時
間
無
料
の
時
間
を

短
縮
す
べ
き
と
の
意
見
が
で
て
い
ま
す
。

○
九
州
大
学
農
場
で
の
遺
跡
発
掘
調
査

　

�

支
出
額　

４
９
７
万
円

　
�　

九
大
農
場
の
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
計
画
に
伴
い
、

そ
の
後
の
土
地
利
用
を
計
画
す
る
た
め
の
遺
跡
調
査
費
。

　
　

試
掘
調
査
だ
け
を
町
で
す
る
の
で
は
な
い
か
。

○
医
療
費
適
正
化
対
策

　

�　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
。
平
成
25
年

度
の
削
減
効
果
は
約
３
８
０
万
円（
通
知
者
の
み
の
実

績
）。

○
町
営
住
宅
管
理
運
営
事
業（
改
修
工
事
）

　

�

工
事
費　

３
，５
８
１
万
円

　
　

上
大
隈
団
地
の
屋
根
断
熱
防
水
・
外
壁
改
修
工
事
。

平
成
25
年
度

決 

算

○
低
出
生
体
重
児
の
養
育
医
療
費
給
付
事
業

　

�

支
出
額　

２
７
４
万
円

　

�　

未
熟
児
出
生
に
伴
う
不
安
の
軽
減
、
医
療
費
の
扶
助

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

○
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業

　

�

支
出
額　

１
６
５
万
円

　

�　

町
独
自
で
新
規
に
行
い
ま
し
た
。

○
成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
助
成
事
業

　

�

支
出
額　

24
万
円

　

�　

町
独
自
で
新
規
に
行
い
ま
し
た
。

○
療
育
支
援
事
業

　

�　

発
達
ル
ー
ム
つ
く
し
ん
ぼ
の
開
設
日
の
追
加
・
発

達
ル
ー
ム
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
指
導
人
数
の
追
加
。

　

�　

乳
幼
児
健
診
や
発
達
相
談
な
ど
か
ら
早
期
療
育
の
必

要
性
を
判
断
さ
れ
る
幼
児
も
多
く
、
よ
り
適
切
な
時
期

に
適
切
な
療
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
都
市
計
画
道
路
街
路
建
設
事
業

　

�

工
事
費　

1
億
２
，７
３
１
万
円

　

�　

県
道
千
代
粕
屋
線
・
会
町
信
号
か
ら
Ｊ
Ｒ
篠
栗
線
下
ま
で

工
事
延
長
１
，７
６
０
ｍ
一
部
区
間
を
残
し
開
通
し
ま
し
た
。

○
浸
水
対
策
事
業

　

�

工
事
費　

８
，１
１
５
万
円

　

�　

長
者
原
上
区
の
御お

野の

立だ
て

所し
ょ

公
園
駐
車
場
の
地
下
に

浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
容
量
３
６
０
㎥
の
雨
水

調
整
池
を
新
設
し
ま
し
た
。

▼乙仲原西区子供広場

議
員
か
ら
の
意
見
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い
た
が
、
予
算
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
見
捨
て
ら
れ
、

追
い
や
ら
れ
、
後
期
基
本
構
想
で
は「
相
談
体
制
の
充
実
」

と
い
う
こ
と
し
か
載
っ
て
い
な
い
。
や
っ
と
光
が
当
た
り
、

し
か
も
小
・
中
学
生
へ
の
対
応
の
た
め
の
増
額
予
算
で
絶

対
に
必
要
。

　
反
対

　

粕
屋
町
は
多
く
の
公
共
施
設
を
整
備
し
て
き
た
。

　

そ
の
多
く
は
近
い
将
来
大
規
模
な
改
修
や
建
替
え
が
必

要
に
な
る
。
今
後
、
ど
の
位
の
税
金
が
必
要
で
あ
る
の
か
。

新
規
の
箱
物
を
作
る
よ
り
も
既
存
施
設
の
維
持
管
理
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
予
算
の
優
先
度
は
高
い
。
政
治
家
は

作
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
維
持
管
理
に
責
任
を
持
つ
べ
き
。

平
成
26
年
度

補
正
予
算

○（
仮
称
）こ
ど
も
館
建
設
に
向
け
た〝
設
計
費
の
増
額
〟

　

町
長
の
施
政
方
針
の
中
で
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、

孤
独
化
す
る
子
育
て
世
代
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
達
を
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
大
な
責
務
で
あ

り
ま
す
。

　

将
来
の
夢
を
抱
き
な
が
ら
、
元
気
で
す
く
す
く
と
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
児
童
館
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た（
仮
称
）こ
ど

も
館
の
建
設
準
備
に
入
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
計
画
の
全
体
が
具
体
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

議
会
で
の
議
論

　
賛
成

　
「
こ
ど
も
館
」構
想
は
突
然
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
計

画
で
は
な
い
。
第
４
次
総
合
計
画
に
は
盛
り
込
ま
れ
て

○
空
調
設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
夏
休
み
に
は
粕
屋
町
立
小
学
校
に
空
調

設
備
設
置
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
粕
屋
町
立

2
中
学
校
に
空
調
設
備
設
置
工
事
を
お
こ
な
う
た
め
の

補
正
予
算
で
す
。

　

工
事
の
入
礼
に
は
4
社（
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
）に
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
粕
屋
中
は
39
教
室
、

粕
屋
東
中
は
34
教
室
に
設
置
し
ま
す
。

　

教
室
の
温
度
を
集
中
管
理
す
る
デ
マ
ン
ト
方
式
を
採

用
し
、
電
力
の
削
減
に
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

契
約
金
額
は
１
億
１
，８
５
８
万
円

受
注
会
社
は
九
電
工
・
電
友
社
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

2014年 床面積（㎡）設計費（万円）

３月議会 1,000 約1,000

９月議会 1,400
〜 1,500 約1,500

２
０
１
４
年
３
月

議
会
で
設
計
費 

約
１
０
０
０
万
円

は
議
決
済
で
す
が
、 

２
０
１
４
年
９
月

議
会
で
設
計
費 

５
０
０
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

（仮称）こども館建設予定地

設置されるエアコン

粕屋町役場

サンレイクかすや

（生涯学習センター）
建設予定地

駕  与
  丁

  公
  園
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○
学
童
保
育
の
料
金
改
正

　

現
在
の
運
営
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
を
基
本

と
し
て
、
土
曜
日
は
希
望
者
が
個
別
に
申
し
込
む
方
法

で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
を
基

本
と
す
る
こ
と
と
、
料
金
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
で
わ
か
り

に
く
く
、
ま
た
諸
経
費
増
の
た
め
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
議
論

　
賛
成

　

放
課
後
子
ど
も
対
策
の
一
環
で
、
子
ど
も
全
体
に
関

す
る
事
業
で
は
な
い
の
で
、
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に

沿
っ
て
良
い
と
考
え
る
。
計
画
完
了
で
も
全
体
で
は

８
０
０
万
円
の
補
充
が
必
要
。
今
後
は
指
導
員
の
雇
用

部
を
２
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
に
改
定
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
自
動
交
付
機
で
の
手
数
料
金
は
現
行
の
２
０
０

円
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

議
会
で
の
議
論

　
反
対

　

こ
の
手
数
料
２
０
０
円
に
該
当
す
る
条
例
の
附
則
に

は
平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
で
印
鑑
・
身
分
な
ど
の
証

明
手
数
料
１
件
に
つ
き
２
０
０
円
が
改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
よ
り
、
今
は「
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
」で
給
料

も
物
価
も
下
が
っ
た
状
態
だ
。

　

ま
た
近
隣
の
市
町
と
の
手
数
料
は
中
部
３
町（
粕
屋
・

篠
栗
・
久
山
）と
新
宮
町
は
２
０
０
円
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
特
に
年
金
暮
ら
し
の
方
は
日
々
の
暮
ら
し
の
出

費
を
減
ら
し
て
対
応
し
て
い
る
状
態
で
す
。

　
反
対

　

受
益
者
負
担
で
原
価
計
算
す
る
も
の
で
は
な
い
。
町
民

の
財
産
を
管
理
し
て
い
る
町
が
便
宜
上
決
め
た
料
金
と
い

う
こ
と
は
昭
和
57
年
以
来
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も

証
明
で
き
る
。

６
億
円
も
か
け

て
電
子
自
治
体

構
築
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。

何
の
た
め
だ
。

体
制
・
研
修
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
反
対

　

約
７
割
の
保
護
者
が
利
用
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る

『
月
曜
か
ら
金
曜
の
放
課
後
か
ら
午
後
６
時
迄
と
土
曜

日
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
迄
』の
分
を
、
旧
条
例

と
比
較
す
る
と
平
成
27
年
度
は
安
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
28
年
度
は
２
，５
０
０
円
で
以
後
は
確
実
に

高
く
な
り
、
保
護
者
の
負
担
は
重
く
な
り
ま
す
。

○
証
明
書
手
数
料
徴
収
金
額
の
改
正

　

現
在
、
証
明
書
な
ど
交
付
手
数
料
に
つ
き
ま
し
て
年
間

４
６
，５
０
０
件（
平
成
24
年
度
）程
の
処
理
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
1
件
当
り
の
処
理
費
を
次
の
方
法
に
て
試
算
。

　

担
当
職
員
の
平
均
人
件
費
に
平
均
処
理
時
間（
２
．
５�

分
～
3
分
）を
乗
じ
て
、
1
件
あ
た
り
の
物
件
費（
用
紙
、

シ
ス
テ
ム
料
等
）を
加
え
て
、
手
数
料
基
準
額
を
算
定

し
た
と
こ
ろ
、
税
務
関
係
、
住
民
票
及
び
印
鑑
登
録
等

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
を
超
え
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
種
証
明
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同
様
に
算
定
し
た

と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
は
証
明
書
の
交
付
に
当
た
り
シ
ス
テ

ム
で
処
理
し
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
処
理
時
間

が
最
低
で
も
7
分
か
か
る
た
め
、
４
０
０
円
を
超
え
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
隣
市
町
と
の
手
数
料
の
比
較
を
行
い
ま
し

た
が
、1
市
3
町（
古
賀
市
、宇
美
町
、志
免
町
、須
恵
町
）

は
３
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
今
回
、
手
数
料
の
一

庁舎入口にある自動交付機

現　行 改　正（平成29年度より実施）

１．月曜日〜金曜日
　　8:00 〜 18:00
　　　  月額 1,500円

１．月曜日〜土曜日
　　8:00 〜 18:00　  月額 3,000円
　　ただし
　　平成27年度は　月額 2,000円
　　平成28年度は　月額 2,500円

２．土曜日
　　8:00 〜 18:00
　　　  月額   750円

２．月曜日〜土曜日
　　18:00 〜 19:00　月額 1,000円
　　（�日額200円での支払も可能で
　　 上限1,000円とします）
　　ただし
　　平成27年度は　日額    600円
　　平成28年度は　日額    800円

３．月曜日〜土曜日
　　18:00 〜 19:00
　　　  月額   450円
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○
総
合
体
育
館
料
金
お
よ
び
条
例
の
改
正

　

か
す
や
ド
ー
ム
の
利
用
状
況
は
ア
リ
ー
ナ
で
の
町
内

利
用
者
は
29
％
で
町
外
利
用
者
は
71
％
と
な
っ
て
お
り

今
回
、
施
設
利
用
料
金
の
改
正
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

①�

町
外
利
用
者
の
利
用
料
金
を
町
内
利
用
者
の
料
金
の

５
割
増
と
致
し
ま
し
た
。

②�

65
歳
以
上
の
者
及
び
障
が
い
者（
障
が
い
者
と
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
及
び
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
と
す
る
）の
個
人
利
用
に
係
る
利
用
料
の
額
は
、

別
表
１
及
び
別
表
２
に
定
め
る
額
の
５
割
相
当
額
と

す
る
。

○
九
大
農
場
で
の
遺
跡
発
掘
調
査
費

　

開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
る
九
州
大
学
農
場
の
遺
跡
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
る
事
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
、
当
初

予
算
に
２
，１
３
７
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
約
１
，３
０
０
年
前
の
郡
役
所
跡
や
、
税
を

納
め
る
倉
庫
群
跡
な
ど
の
発
見
に
よ
り
２
２
３
万
円
の

補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

九
州
大
学
農
場
の
調
査
対
象
計
画
区
域
全
体
で

２
２
８
，４
９
９
㎡
で
、
平
成
25
年
度
調
査
済
み
面
積

は
３
，１
２
２
㎡
、
平
成
26
年
度
8
月
末
現
在
の
調
査

済
み
面
積
は
３
，９
６
１
㎡
で
調
査
済
み
合
計
面
積
は

３
．７
％
の
８
，５
７
６
㎡
で
す
。
調
査
は
、
平
成
27
年

度
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

○
粕
屋
町
営
住
宅
内
橋
団
地
改
修
工
事

　

昭
和
62
年
に
建
設
さ
れ
た
内
橋
団
地
で
す
が
、
老
朽

化
も
進
み
こ
の
た
び
、
屋
上
断
熱
防
水
・
外
壁
改
修
工

事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
10
社
に
て
入
礼
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

受
注
業
者　
（
株
）大
高
工
務
店

　

契
約
金
額　

６
，６
１
５
万
円

　

落
札
率　

92
．
６
％

　

工
事
場
所　

�

粕
屋
町
大
字
内
橋
１
９
５
番
地
１
、

　
　
　
　
　
　

大
字
戸
原
７
４
７
番
地
１

　

工
事
概
要　

�

屋
根
断
熱
防
水
・
外
壁
改
修
工
事
・
バ

ル
コ
ニ
ー
床
改
修
工
事
・
階
段
床
改
修

工
事
・
鉄
製
扉
塗
装
改
修
工
事
・
屋
上

点
検
口
取
替
工
事
な
ど

摘　要 一　般 高校生 小中学生 幼　児
全アリーナ

２時間
につき

300 150 100 −
トレーニング室 300 150 − −

弓道場 200 100 100 −
プール

アリーナ 400 300 200 100

摘　要 一　般 高校生 小中学生 幼　児
全アリーナ

２時間
につき

450 220 150 −
トレーニング室 450 220 − −

弓道場 300 150 150 −
プール

アリーナ 600 450 300 150

総合体育館 利用料金改定後料金表

町内利用者（別表１）

町外利用者（別表２）

個人利用料金（単位：円）　現行のまま同額

個人利用料金（単位：円）

政庁跡の航空写真

N

サンライフパークタウン

内橋 牛切
毛田池

糟屋郡粕屋町大字内橋 195 番地 1、大字戸原 747 番地 1

改修予定の内橋団地
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○�粕屋町の子ども・子育て支援新制度に係る条例が制定されました。

　平成24年８月、日本の子ども・子育てをめぐる様々な課題を解決するために、「子ども・子育て支援
法」という法律ができました。
　「子ども・子育て支援制度」が早ければ、平成27年４月に本格スタートします。
　それに伴って条例を整備しました。

幼稚園・保育所に加えて、〈認定こども園〉の普及を図ります。
〈地域型保育〉を新設し、待機児童の多い３歳未満児の保育を増やします。

新制度で増える教育・保育の場

小学校就学前の施設としては、これまで幼稚園と保育所の２つが多く利用されてきました。
新制度では、幼稚園と保育所に加えて、両方の良さをあわせ持つ「認定こども園」を、地域の実情に応じて、
普及を図ります。
また、新たに、少人数の子どもを保育する事業を創設し、待機児童の多い都市部、子どもが減っている地
域の双方で身近な保育の場を確保していきます。

小学校以降の教育の
基礎をつくるための
幼児期の教育を行う学校
　　　　　　昼過ぎごろまでの教
育時間のほか、園により教育時間
前後や園の休業中の教育活動（預
かり保育）などを実施。
　　　　　　　　　制限なし。

教育と保育を
一体的に行う施設
◦�幼稚園と保育所の機能や特長を
あわせ持ち、地域の子育て支援
も行う施設です（平成18年に導入）。
◦�新制度では、認可手続きの簡素
化などにより、新たな設置や幼
稚園・保育所からの移行をしや
すくし、さらに普及を図ってい
きます。

就労などのため家庭で
保育のできない保護者に
代わって保育する施設
　　　　　　夕方までの保育のほ
か、園により延長保育を実施。
　　　　　　　　　共働き世帯な
ど、家庭で保育のできない保護者。

施設（原則20人以上）より
少人数の単位で、０〜２歳の
子どもを預かる事業
◦�新制度では、新たに市町村の認
可事業とし、待機児童の多い０
〜２歳児を対象とする事業を増
やします。

◦�保育施設を新設する場所のない都市部に加えて、子どもが
減少している地方など、地域の様々な状況に合わせて保育
の場を確保します。

幼稚園
３〜５さい

認定こども園
０〜５さい

保育所
０〜５さい

地域型保育
０〜２さい

利用時間 利用時間

利用できる保護者

利用できる保護者

保護者の働いている状況に関わりなく、３〜５歳の
どのお子さんも、教育・保育を一緒に受けます。

保護者が働かなくなったなど、就労状況が変わった
場合も、通い慣れた園を継続して利用できます。

子育て支援の場が用意されていて、園に通っていな
い子どものご家庭も、子育て相談や親子の交流の場
などに参加できます。

家庭的保育（保育ママ）
家庭的な雰囲気のもとで、少人数（定員５人以下）を対象
にきめ細かな保育を行います。

小規模保育
少人数（定員６〜 19人）を対象に、家庭的保育に近い雰
囲気のもと、きめ細かな保育を行います。

事業所内保育
会社の事業所の保育施設などで、従業員の子どもと
地域の子どもを一緒に保育します。

居宅訪問型保育
障がい・疾患などで個別のケアが必要な場合や、施
設が無くなった地域で保育を維持する必要がある場
合などに、保護者の自宅で１対１で保育を行います。

❶ ❶

❷
❷

❸

❸

❹

３つの
ポイント

４つの
タイプ

♪

♪

♪

♪
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議員より提出された意見書

件　　名
提出議員

提出先 付託委員会
結　　果

議員・各種団体 委員会 本会議

集団的自衛権行使の閣議決定を撤回する
ことを求める意見書（案）

粕屋町議会議員
田川　正治
川口　　晃
本田　芳枝

国 総務 継続審査 継続審査

地域包括ケアシステム構築のため
地域の実情に応じた支援を求める意見書（案）

粕屋町議会議員
山𦚰　秀隆
木村　優子

国 厚生
可決

賛成：４
反対：０

可決

「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた
総合的な対策の強化を求める意見書（案）

粕屋町議会議員
山𦚰　秀隆
木村　優子

国 厚生
可決

賛成：４
反対：０

可決

件　名 提出者 紹介議員 付託
委員会

結　　果

委員会 本会議

本会議場での国旗及び地方 
自 治 体 旗 の 掲 揚 を 求 め る 
請願書

日本会議 福岡
理事長　山本　泰蔵

因　　辰美
長　　義晴
久我　純治
八尋　源治
福永　善之
安河内勇臣

総務
採択

賛成：３
反対：１

採択

本会議場での国旗「日の丸」 
掲揚に反対する請願書

部落解放同盟表粕屋協議会
会長　杉本　保彦

粕屋地区人権運動連合会
会長　川口　學

川口　　晃
田川　正治 総務 みなし

不採択
みなし
不採択

手話言語法制定を求める
意見書の提出を求める請願書

粕屋地区聴覚障害者協会
会長　中川　久美男

久我　純治
長　　義晴
太田　健策

厚生
採択

賛成：４
反対：０

採択

ウイルス性肝炎患者に対する 
医療費助成の拡充に関する 
請願書

全国B型肝炎九州訴訟原告団
小川　敏（篠栗町在住）

田川　正治
本田　芳枝
川口　　晃

厚生
採択

賛成：４
反対：０

採択

「 少 人 数 学 級 推 進 」「 義 務 
教育費国庫負担制度拡充」を 
国の関係機関に求める意見 
書提出に関する請願書

池間　龍三
（粕屋町在住）

田川　正治
本田　芳枝
川口　　晃

総務
採択

賛成：４
反対：０

採択

用途地域の見直しを求める 
請願書

森本　進
（粕屋町在住）

太田　健策
久我　純治 建設

一部採択
賛成：３
反対：０

一部採択

規制改革会議農業ワーキング 
グループ「農業・農地改革」 
へ の 意 見 書 提 出 に 関 す る 
請願書

粕屋農業協同組合
代表理事組合長　栗原　信三

粕屋農政連
委員長　世利　昌規

因　　辰美 建設
採択

賛成：３
反対：０

採択

住民より提出された請願書
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木村　優子 議員

ひ
と
つ
の
参
考

に
は
し
た
い
と

思
い
ま
す
け
ど
も
、う
ち

の
ほ
う
で
果
た
し
て
そ
れ

バ
ス
が
通
っ
て

い
な
い
箇
所
を

補
う
の
に
活
躍
し
て
い
る

ふ
れ
あ
い
バ
ス
。

　

現
在
の
課
題
は
。

　

多
く
の
町
民
の
足
と
し

て
、身
近
に
利
用
し
や
す

い
巡
回
バ
ス
を
目
指
す
事

が
課
題
の
一
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
更
な
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
利
便
性

を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

町
の
福
祉
巡
回
バ
ス
に
対

し
て
の
考
え
方
や
、方
向

性
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来

て
お
り
、そ
こ
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

高
齢
者
の
み
な

ら
ず
、全
て
の

世
代
に
優
し
い
デ
マ
ン
ド

交
通
（
予
約
型
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
）。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

導
入
し
、全
国
で
も
有
名

な
八
女
市
。市
民
の
足
と

し
て
、大
変
便
利
に
な
っ

た
と
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

政
府
も
、地
方
自
治
体

が
主
体
と
な
っ
て
、乗
り

合
い
、予
約
型
で
小
型
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す

る
仕
組
み
を
本
格
的
に
普

及
さ
せ
る
方
針
を
固
め
ま

し
た
。

　

我
が
町
で
も
導
入
し
て

は
と
考
え
る
が
。

あ
ら
ゆ
る
世
代

の
方
か
ら
、「
粕

屋
町
内
の
い
ろ
ん
な
施
設

へ
行
く
場
合
不
便
だ
。」と

い
っ
た
よ
う
な
、公
共
交

通
に
対
し
て
の
要
望
を
お

聞
き
し
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
を
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
考
え
る
が
。

粕
屋
町
は
福
岡

県
内
で
も
志
免

に
次
い
で
町
域
が
狭
い
町

で
す
。

　

駅
は
６
つ
あ
る
し
、粕
屋

町
の
よ
う
に
交
通
の
利
便

性
が
い
い
町
は
日
本
全
国

探
し
て
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
っ
た
町
の
補
完

す
る
交
通
手
段
が
ど
う
い

う
ふ
う
に
あ
る
べ
き
か
は

今
後
の
検
討
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
課
題
と
そ
の
対
策
は

因
・
町
長
／
補
完
す
る
交
通
手
段
の
あ
り
か
た
は

今
後
の
検
討
課
題

水
上
・
住
民
福
祉
部
長

木
村

木
村

木
村

町
長

町
長

が
合
う
の
か
ど
う
か
な
ど

も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
粕
屋
町
の
特
徴

を
踏
ま
え
て
、そ
れ
か
ら�

粕
屋
町
に
合
っ
た
望
ま
し

い
方
法
を
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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屋
根
の
防
水
工
事

を
途
中
で
や
め
、

放
置
し
て
い
る
の
は
、
町
の

建
物
と
し
て
信
頼
を
失
う
。

　

通
用
門
の
排
水
溝
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
蓋
が
壊
れ

て
危
険
。

　

保
育
士
全
体
で
正
職
員
の
比

率
が
25
％
に
削
減
し
て
い
る
。

　

正
職
員
の
増
員
と
非
正

規
の
賃
金
ア
ッ
プ
を
。

指
摘
を
受
け
た

道
路
か
ら
見

田川　正治 議員

町
長

町
内
有
志
の
公

開
質
問
状
に
真

摯
に
回
答
し
て
い
な
い
、

関
連
し
て
質
問
す
る
。

　

二
次
下
請
け
の
調
理
に

不
安
が
あ
る
と
の
質
問

に
、町
は
調
理
現
場
に
立

ち
入
る
権
限
が
あ
り
ま
す

と
回
答
し
て
い
る
が
偽
装

請
負
の
問
題
が
生
じ
る
。

　

何
を
根
拠
に
回
答
さ
れ

た
の
か
。

例
え
ば
食

材
が
落
ち

た
も
の
を
拾
っ
て
、そ
の

ま
ま
使
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、法
律
上
は
現
場
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
直

接
指
示
し
て
よ
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、委
託

業
務
と
の
関
係

で
で
き
る
の
か
。

　

派
遣
と
の
関
係
か
。

　

法
的
な
根
拠
が
あ
る
の

か
。

国
の
指
針

に
衛
生
管

理
上
、児
童
と
生
徒
の
命

に
係
わ
る
の
で
特
別
な
文

言
が
あ
り
ま
す
。

　

法
律
は
忘
れ
ま
し
た
。

事
業
者
か
ら
契

約
保
証
金
と
事

業
契
約
書
案
の
保
証
金
が

異
な
る
と
の
指
摘
に
、町

は
修
正
し
ま
す
と
回
答
し

て
い
る
が
、そ
の
原
因
は
。

学校給食センター

単
な
る
担

当
者
の
ミ

ス
で
す
。

　

し
か
し
、片
方
の
数
値
は

記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
手
法
が
で
き
る
技
能
取

得
者
を
採
用
し
、施
設
や

設
備
を
新
し
く
す
れ
ば
町

直
営
で
で
き
る
の
で
は
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で

指
導
者
を

立
て
て
、調
理
員
さ
ん
を

衛
生
管
理
基
準
に
沿
っ
て

指
導
し
な
が
ら
調
理
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

田
川

田
川

田
川

中央保育所工事中断の屋根

子
ど
も
館
建
設

阿
恵
遺
跡
保
存

その他の質問

え
る
屋
根
は
早
急
に
工
事

し
、
排
水
溝
は
現
場
に
行

っ
て
改
善
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
担
任
は
正
職
員

を
配
置
し
た
い
が
、
産
休

な
ど
で
欠
員
が
あ
り
嘱
託

職
員
で
補
充
し
ま
す
。

　

嘱
託
の
賃
金
は
今
年
度

よ
り
増
額
し
、
臨
時
賃
金

も
近
隣
の
市
町
村
の
実
態

を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

田
川

田
川

水
上
・
住
民
福
祉
部
長

広報掲載の学校給食問題で疑問質問は
関・教育次長／町民有志からの公開質問状に回答した

町
立
保
育
所
の
雨
漏
り
な
ど
の
改
修
を

因
・
町
長
／
私
が
現
場
に
行
き
確
認
し
て

改
善
す
る
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川口　晃 議員

今
ま
で
の
歴
史

的
な
経
過
も
踏

ま
え
て
、近
隣
の
市
町
村

の
状
況
も
考
え
、提
案
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

御
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
童
保
育
所

の
保
護
者
負

担
金
、月
額
１
，５
０
０
円

を
毎
年
５
０
０
円
程
度
上

げ
、数
年
か
け
て
他
町
並

み
の
金
額
に
合
わ
せ
て
い

く
と
い
う
考
え
で
し
ょ
う

が
、そ
れ
は
粕
屋
町
の
性

格
か
ら
い
っ
て
、ま
た
現

在
の
経
済
の
現
状
か
ら
い

っ
て
適
切
な
政
策
で
し
ょ

う
か
。

学童保育保護者負担金の見直しの撤回を

道
路
西
側
の
Ｋ

と
い
う
会
社
は

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
し
て

い
ま
す
。

　

私
と
川
口
学
前
議
員
が

訪
問
し
た
時
に
、歩
道
の

件
に
つ
い
て
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
快
い
回
答
を
得
ま

し
た
。

前
川
（
文
科
省

初
等
中
等
）局

長
は
「
事
件
自
体
は
あ
っ

た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ

っ
た
。･･･

こ
う
し
た
考

え
方
も
踏
ま
え
た
上
で
検

定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
態

度
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

中
学
生
の
教
科
書
で
の
南
京
事
件
等
の
取
扱
い
は

大
塚
・
教
育
長
／
南
京
事
件
は
史
実
と
し
て
教
科
書
に
出
て
い
ま
す

道
徳
信
号
か
ら
四
軒
屋
信
号
ま
で
の
歩
道
の
設
置

吉
武
・
都
市
政
策
部
長
／
地
元
と
話
し
を
共
有
し
な
が
ら
考
え
た
い

粕
屋
町
教
育

委
員
会
と

し
て
は
、南
京
事
件
に
つ

い
て
は
客
観
的
に
書
い
て

ご
ざ
い
ま
す
し
、粕
屋
町

の
中
学
生
に
つ
き
ま
し
て

は
、･･･

き
ち
っ
と
客
観
的

に
南
京
事
件
は
あ
っ
た
よ

と
、し
か
し
被
害
者
は
ま

だ
研
究
中
だ
と
い
う
事
が

書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

柚
須
区
の
方
も
い
ろ
い

ろ
努
力
し
て
い
る
ん
で
す

か
ら
、町
と
し
て
も
努
力

し
て
欲
し
い
。

　

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、本
当
に
地
元
の
方

都
市
政
策
部
長

教
育
長

川
口

川
口

川
口

の
要
望
と
か
、そ
う
い
う

ふ
う
な
も
の
を
本
当
に
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
の
区
長
さ
ん
と

か
、お
話
を
共
有
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

因・町長／歴史的な経緯と近隣市町の状況を見て提案

西小学校学童保育所

町
長

新
教
育
委
員
会

制
度
に
つ
い
て

その他の質問

12
粕屋町議会だより№134

2014.9月議会号

一

般

質

問



太田　健策 議員
第
３
次
よ
り
第

４
次
の
総
合
計

画
に
ど
う
引
き
継
が
れ
た

の
か
の
質
問
に
対
し
て
明

確
な
答
え
が
な
い
。

　

第
３
次
計
画
の
評
価
が

出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

第
４
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
も
計
画
さ
れ
て
い
な
い

施
策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。

　

何
の
た
め
の
総
合
計
画

か
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

例
え
ば
、旧
焼
却
場
撤

去
、給
食
セ
ン
タ
ー
改
築

な
ど
は
何
も
な
い
。

　

ま
た
、計
画
さ
れ
て
い

る
、こ
ど
も
館
建
設
に
つ

き
ま
し
て
も
総
合
計
画
に

全
く
計
画
が
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
、そ
ん
な
思

い
付
き
の
町
政
で
良
い
な

粕屋町総合計画について
山本・経営政策課長／太陽と緑の町を

ら
、町
民
に
計
画
を
知
ら
せ

る
必
要
が
な
い
の
な
ら
、お

金
を
か
け
て
総
合
計
画
を

作
る
必
要
は
な
い
。

　

総
合
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、先
ほ
ど
か
ら
出
て

お
り
ま
す
よ
う
に
、現
在
、

外
部
評
価
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
評
価
に
つ
き
ま
し

て
は
、町
民
の
方
々
に
も

全
て
分
か
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
方
に
も

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

太
田

朝
日
団
地
は
１

団
地
か
ら
３
団

地
ま
で
は
、
45
年
、
宮
町

団
地
、
上
大
隈
団
地
、
甲

仲
原
団
地
、
内
橋
団
地
は
、

70
年
以
上
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
耐
震
構
造
に
な
っ

て
い
な
い
の
に
、
70
年
と

耐
用
年
限
を
決
め
る
の
は

納
得
で
き
な
い
。

　

国
か
ら
の
指
導
で
公
共

構
造
物
は
耐
震
構
造
に
し

な
さ
い
と
言
っ
て
あ
る
。

　

介
護
福
祉
課
長
は
新
基

準
の
設
定
の
後
に
建
築
さ

れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る

と
い
う
、
あ
や
ふ
や
な
返

事
で
あ
る
。

　

調
査
し
て
住
民
の
方
達

が
安
心
し
て
住
め
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
年
限
は

因
・
町
長
／
長
寿
命
化
計
画
を
進
め
る

本
年
度
か
ら
来
年

度
に
わ
た
っ
て
策

定
い
た
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
そ
の
こ
と
を
う
た

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

太
田

町
長

経
営
政
策
課
長

第４次粕屋町総合計画

甲仲原団地

上大隈団地

宮町団地

内橋団地
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本田　芳枝 議員

か
わ
る
団
体
な
ど
と
協
力

し
な
が
ら
地
域
社
会
全
体

で
担
い
、子
育
て
が
楽
し

く
な
る
施
設
を
考
え
て
い

ま
す
。

や
っ
と
具
体
的

に
な
り
ま
し
た

ね
。私
は
10
年
前
に
町
長
の

基
本
構
想
と
ほ
ぼ
同
じ
も

の
を「
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

構
想
」と
し
て
発
表
し
て
い

ま
す
。町
民
・
行
政
・
専
門

家
で
構
成
さ
れ
た
子
育
て

住
民
サ
ー
ビ
ス

を
拡
大
す
る
に

は
そ
の
原
資
と
な
る
税
収

も
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。収
納
率
を
上
げ
る
取

り
組
み
や
税
財
源
の
確
保

な
ど
、ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
て
い
る
の
か
、ま
た
こ

の
3
月
に
で
き
た
債
権
管

理
条
例
の
活
用
は
。

平
成
22
年

に
収
納
課

を
新
設
し
て
す
で
に
４
年

が
経
過
し
ま
し
た
。現
在
は

滞
納
繰
越
額
も
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、現
年
度
収
納

率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
良
好

な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、公
平
公

正
の
税
負
担
の
観
点
か
ら

体
制
を
強
化
し
、徴
収
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

遊
休
の
町
有
財

産
の
処
分
・
活

用
、
有
効
な
土
地
利
用
を

図
り
な
が
ら
自
主
財
源
の

拡
大
に
努
め
た
い
。

　

債
権
管
理
条
例
に
お
い

て
は
公
債
権
、
私
債
権
の

督
促
及
び
強
制
執
行
が
法

的
に
可
能
に
な
り
、
職
員

の
技
術
向
上
に
よ
り
効
果

が
表
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

税
財
源
を
増
や
す
た
め
の
徴
収
体
制
は

瓜
生
・
収
納
課
長
／
収
納
率
を
高
め
税
収
ア
ッ
プ
に

補
正
予
算
で

５
０
０
万
円
の

設
計
料
ア
ッ
プ
の
提
案
を

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
思
い
は
。

地
域
開
発
を
し

て
税
収
を
高

め
、住
民
も
安
心
し
て
子

供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

つ
く
る
、そ
の
た
め
に
税

金
を
使
っ
て
当
然
だ
ろ
う

と
思
う
。子
ど
も
達
が
明

る
く
健
や
か
に
成
長
す
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

保
健
、福
祉
、教
育
は
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
や
子
育

て
家
庭
を
応
援
す
る
施
設

を
作
り
た
い
と
増
額
し
ま

し
た
。な
お
、施
設
や
事
業

の
運
営
は
、子
育
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
子
育
て
に
か

こども館建設の基本構想は
因・町長／次世代を担う子どもたちを

多世代で育む拠点施設　　

本
田

本
田

本
田

収
納
課
長

因・町
長

八
尋
・
総
務
部
長

本田の提案（2005年）

場　　所： 

建　　物： 木造二階建て

交通手段： 徒歩、自転車、
　　　　　コミュニティーバス

子どもフォーラム構想建物 機能

子育て（０～17歳）に
関するあらゆる悩み、
相談、提案を受け入れ、
検討し施策化する

子育て連携会議
（行政、 町民、 専門家　三者共同で）

子育ち・
子育て支援センタ－

●子どもの遊びの企画
　雨の日、長期休みのために
　伝承、冒険遊びなど
●ノーテレビ運動
●スポーツ、芸術活動
●世代間交流

●つどいの広場
●子育て情報収集 ・ 発信
●療育
●ことばの教室

●養成派遣事業
　子育てボランティア
　子どもプレイリーダー
●中高生の居場所作り
●いじめ虐待の防止
●生活、職業体験

健康センター　保育園 ・ 幼稚園　小中学校　学童保育　地区公民館
図書館　 粕屋ドーム　 福祉センター　 都市 ・ 児童公園　 各家庭

連
携
会
議
が
中
心
と
な
っ

て
運
営
し
、そ
こ
で
企
画
し

た
も
の
を
、子
ど
も
関
連
の

事
業
を
展
開
し
て
い
る
場

に
降
ろ
し
事
業
を
展
開
す

る
、そ
う
い
う「
核
」と
な
る

施
設
の
構
想
で
す
。具
体
的

に
は
右
側
の
表
に
示
し
て

い
ま
す
。い
ろ
ん
な
場
所
で

長
い
間
言
い
続
け
ま
し
た

が
、や
っ
と
行
政
の
皆
さ
ん

が
本
気
に
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

粕屋町税徴収額の推移
年度 21年 22年 23年 24年 25年

地方税収納額 5,711,489 5,722,759 5,831,173 5,692,650 5,793,578
現年度収納額 5,624,897 5,622,821 5,731,662 5,596,197 5,674,157
滞納繰越収納額 86,582 99,938 99,510 96,452 119,420
滞納繰越額 479,619 468,230 453,408 407,555 355,778

（単位：千円）

■滞納繰越額
■滞納繰越収納額
■現年度収納額

64
63
62
61
60
59
58
57
56
55
54
53
52

億

21年 22年 23年 24年 25年

町
長
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福永　善之 議員
議
会
を
、ど
の

よ
う
に
考
え
て

あ
り
ま
す
か
。

二
元
連
立
制
の

も
と
で
、町
長
と

行
政
機
関
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。

議
会
は
、町
民

か
ら
直
接
選
ば

れ
た
代
表
者
で
構
成
さ

れ
、最
高
の
意
思
決
定
機

関
で
す
。

　

町
長
と
議
員
は
、直
接

選
挙
で
選
ば
れ
、議
会
を

構
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

箱
物
予
算
の
設
計
費
を

提
案
す
る
に
当
た
り
、議

会
へ
の
説
明
は
。

新たな箱物に予算を付けるべきか
因・町長／時の町長が決めることだ

３
月
の
議
会
で

提
案
を
し
て
お

り
ま
す
。

３
月
議
会
と 

６
月
議
会
で

は
、（
仮
称
）こ
ど
も
館
で

事
業
の
詳
細
を
求
め
て
お

り
ま
す
が
、一
向
に
回
答

が
な
い
が
。こ

ど
も
館
の
問

題
に
つ
い
て

は
、全
て
私
の
考
え
方
で

す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、副
町
長
を
ト
ッ
プ
に

し
て
お
り
ま
す
。

ニ
ー
ズ
調
査

は
。

　

昨
年
12
月
に
子
ど
も
子

育
て
支
援
に
関
す
る
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
調
査
項
目

に
は
、『（
仮
称
）

こ
ど
も
館
』に
関
す
る
設

問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、そ
の
調
査
で
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
事
に
な
る
の

で
す
か
。

充
実
し
て
ほ

し
い
項
目
で

は
、「
親
子
が
集
ま
れ
る
・

遊
べ
る
場
所
」「
子
育
て

の
情
報
・
相
談
の
場
所
」

な
ど
、
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
ど
も
館
と
い

う
設
問
項
目
の

な
い
ニ
ー
ズ
調
査
で
、果

た
し
て
、ニ
ー
ズ
が
把
握

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

遊
べ
た
り
相

談
す
る
場
所

が
欲
し
い
と
い
う
親
御
さ

ん
の
思
い
、
そ
れ
が
ニ
ー

ズ
で
は
。

そ
の
ニ
ー
ズ

は
、既
存
の
施

設
や
民
間
企
業
で
代
用
出

来
な
い
の
で
す
か
。

　

相
談
で
き
る
所
・
室
内

で
遊
べ
る
所
、
だ
か
ら
こ

ど
も
館
は
必
要
で
す
。

平
成
18
年
度

に
第
４
次
粕

屋
町
総
合
計
画
の
中
で

も
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

が
高
か
っ
た
こ
と
を
明
記

し
て
あ
り
ま
す
。

総
合
計
画
の
中

で
は
、18
年
度

か
ら
今
迄
は
財
源
不
足
で

建
設
が
先
送
り
さ
れ
た

と
。

　

で
は
、現
在
は
、財
源
は

あ
る
の
で
す
ね
。

一
般
財
源
に

余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
計
画
か
ら
10

年
近
く
な
り
、
建
て
る
時

期
は
今
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

計
画
か
ら
10
年

間
は
無
理
だ
っ

た
が
、今
は
建
て
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る

財
源
の
根
拠
は
。

そ
の
財
源
を

国
・
県
に
精

力
的
に
求
め
て
い
る
所
で

す
。

福
永

福
永

福
永

福
永

福
永

福
永

町
長

町
長

町
長

箱
田・副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

水
上
・
住
民
福
祉
部
長

副
町
長

粕屋町議会
町長

▶

▶

質問 答弁

議員議員

粕屋町の将来や物事を決める最高の意思決定の場

福
永

福
永

福
永
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長

長　義晴 議員

JR香椎線伊賀踏切付近の道路

糟屋官衙遺跡群阿恵遺跡現地説明会

長

Ｊ
Ｒ
香
椎
線
伊

賀
踏
切
前
後
の

道
路
横
断
は
保
護
者
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
関
係
者
に
よ
る
誘
導

で
児
童
・
生
徒
の
安
全
が

保
た
れ
て
い
る
。

　

そ
の
先
の
道
路
も
県
道

５
４
５
号
仲
原
〜
伊
賀
線

で
道
路
幅
員
は
６
〜
８
m

と
狭
く
歩
道
も
な
く
危
険

な
状
態
で
あ
り
、
近
年
交

通
量
、
児
童
・
生
徒
も
増

加
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
歩
道
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

　

歩
道
設
置
を
計
画
す
る

た
め
に
は
用
地
買
収
の

幅
が
４
m
程
度
必
要
と
な

り
、
地
権
者
は
じ
め
関
係

各
位
の
ご
支
援
の
も
と
地

権
者
の
事
業
に
対
す
る
協

力
の
内
諾
を
頂
け
れ
ば
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
福
岡

県
へ
強
く
要
望
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

通
学
路
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

吉
武
・
都
市
政
策
部
長
／
県
と
協
力
し
て
歩
道
は
作
っ
て
い
き
た
い

阿
恵
遺
跡
の
概

要
と
成
果
に
つ

い
て
。

　

7
〜
8
世
紀
前
半
に
か

け
て
役
所
の
政
庁
と
み
ら

れ
る
建
物
1
区
画
、
穀
物

を
収
納
し
た
と
み
ら
れ
る

倉
庫
群
６
棟
、
管
理
棟
と

み
ら
れ
る
建
物
跡
1
棟
の

発
見
、
国
宝
京
都
妙
心
寺

の
梵
鐘
が
糟
屋
評こ
お
りの

長
官

が
鋳
造
し
た
人
物
で
古
代

史
上
、
意
義
あ
る
発
見
で

す
。

　

調
査
は
昨
年
よ
り
3
ヶ

年
計
画
で
確
認
調
査
を

し
、
今
後
土
地
利
用
計
画

が
生
じ
た
場
合
本
調
査
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

発
掘
調
査
の

場
所
は
福
岡
東

環
状
線
建
設
事

業
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
今

後
の
工
事
に
対

す
る
影
響
が
あ

り
ま
す
か
。

阿恵遺跡調査結果並びに今後の進展は
中小原・社会教育課長／３ヶ年計画で調査を行います

吉武・都市政策部長／東環状線道路建設は県と密接に協議

社
会
教
育
課
長

　

建
設
事
業
は
用
地
買
収

の
交
渉
中
で
進
捗
率
は
8

月
末
、40
・
１
％
で
計
画

道
路
内
で
発
掘
調
査
の
進

捗
、保
存
方
法
等
の
状
況

に
よ
り
、今
後
事
業
推
進

を
県
と
密
接
に
協
議
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

長

都
市
政
策
部
長
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小池　弘基 議員
粕
屋
町
の
ど
こ

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
を
尋

ね
ま
す
。

役
場
・
健

康
セ
ン
タ

ー
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ド

ー
ム
サ
ン
レ
ー
ク
・
図
書

館
・
柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
・

上
大
隈
公
民
館
・
町
立
幼

稚
園
・
町
立
保
育
園
・
各

小
中
学
校
な
ど
合
計
22
ヶ

所
で
す
。

今
後
、各
行
政

区
に
あ
る
公
民

館
へ
の
設
置
の
考
え
は
あ

る
の
か
。

先
般
部
長
会
を

開
き
ま
し
て
、

今
後
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
置
の
設
置

を
広
げ
る
こ
と
で
意
思
統

一
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

公
民
館
あ

る
い
は
集

会
所
な
ど
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、町
が
設
置
し

た
施
設
で
は
な
い
の
で
補

助
規
定
を
活
用
し
な
が
ら

各
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
行

政
区
に
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置状況は

行
政
財
産
の
中

で
、い
ま
だ
普

通
財
産
に
振
り
替
え
が
出

来
て
い
な
い
土
地
が
あ

る
と
思
う
が
、た
と
え
ば

花
ヶ
浦
１
丁
目
に
あ
る

４
９
０

−

４
番
地
な
ど
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

ま
ず
行
政
財
産

の
定
義
を
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。地

方
自
治

法
で
行
政

財
産
と
は
、庁
舎
・
警
察

署
・
消
防
署
・
な
ど
を
言

う
も
の
で
す
。

行
政
財
産
の
見
直
し
は

八
尋
・
総
務
部
長
／
見
直
し
を
行
い
ま
す

①
柚
須
西
交
差

点
の
横
断
歩
道

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
粕

屋
警
察
署
に
進
達
中
と
あ

り
ま
し
た
が
、い
つ
工
事

着
工
す
る
の
か
。

　

進
達
し
ま
し
た
が
、た

ま
り
場
の
確
保
が
難
し
い

と
の
理
由
で
決
定
は
ま
だ

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
に
対
す
る
安
全
対
策
は

安
川
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
／
早
急
に
粕
屋
署
と
協
議
し
ま
す

で
す
。

　

ま
た
、横
断
歩
道
を
少

し
斜
め
に
し
た
う
え
で
垣

根
部
分
を
改
修
す
れ
ば
横

断
歩
道
の
設
置
が
で
き
な

い
の
か
協
議
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。②

志
賀
神
社
北

側
の
道
幅
３
m

の
通
学
路
の
拡
幅
工
事
は

用
地
を
買
収
し
て
町
道
を

広
げ
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

　

ご
質
問
の
通
学
路
は
、

地
域
の
安
全
点
検
箇
所
に

入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、地
元
か
ら
の
要

望
も
今
の
と
こ
ろ
で
て
お

り
ま
せ
ん
。

小
池

小
池

小
池

総
務
部
長

総
務
部
長

小
池

因・町
長

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

小
池

小
池

Ｊ
Ｒ
香
椎
線
の

下
に
ト
ン
ネ
ル

を
作
る
計
画
が
あ
り
今
後

ど
う
な
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

因・町
長

役場庁舎内のAED

吉
武
・
都
市
政
策
部
長

八尋・総務部長／町内22ヶ所に設置しています

総
務
部
長
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め
て
い
き
た
い
。

新
教
育
長
の
職

責
か
ら
今
後
ど

の
よ
う
に
行
政
と
関
わ
る

の
か
。

毎
週
町
執
行

部
と
協
議
し

て
い
る
の
で
今
の
ま
ま
で

も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長
の
教
育 

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

①
教
育
環
境
の

充
実

②
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る�

　

力
を
育
む
教
育

③
相
手
の
こ
と
を
思
い�

　

や
る
子
ど
も
た
ち

④
教
育
委
員
会
と
一
体
と�

　

な
っ
て
学
力
向
上
に�

　

努
め
る

山𦚰　秀隆 議員

山
𦚰

山
𦚰

教
育
長

山
𦚰

教
育
委
員
会
制

度
の
中
身
は
。

4
つ
の
大
き

な
改
正
点

①
新
教
育
長
は
教
育
委
員
長�

　

の
職
務
を
兼
任（
責
任�

　

の
明
確
化
）

②
他
の
教
育
委
員
の
チ
ェ

　

ッ
ク
体
制
の
整
備�

　
（
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
）

③
町
長
が
教
育
に
関
わ
る

　

こ
と（
教
育
長
の
任
免
権
）

④
町
長
は
、
総
合
教
育�

　

会
議
を
開
く
こ
と
が�

　

で
き
る（
首
長
の
意
向�

　

を
反
映
）新

教
育
長
の
人

材
確
保
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

広
範
な
と
こ
ろ

か
ら
人
材
を
求

⑤
信
頼
で
き
る
透
明
性
を�

　

持
っ
た
教
育

新
教
育
委
員
会
制
度
と
は

大
塚
・
教
育
長
／
４
つ
の
大
き
な
改
正
点

危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
脅
威
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
に
よ

る
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
啓
発
の
取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
の

現
場
で
学
習

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、保
護
者
と
の
規

範
意
識
も
一
緒
に
小
中
学

校
で
年
に
一
回
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
て

啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
く
事
が
重
要
だ
が
。

啓
蒙
啓
発
に
努

め
ま
す
。

劇
場
法
に
よ
る

芸
術
文
化
の
指

針
計
画
の
策
定
は
。

来
年
度
計
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

活
動
拠
点
の
公
民

館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
。

周
辺
の
状
況
を
加

味
し
設
置
を
考
え

町
民
に
呼
び
か
け
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
を
指

導
で
き
る
教
職
員

を
増
や
す
取
り
組
み
が
あ
る
が
。

講
習
を
受
け

る
方
向
で
進

ん
で
い
ま
す
。

学
校
教
育
、社

会
教
育
行
政
な

ど
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
、問
題
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

子供たちの社会教育環境の対策
因・町長／啓発啓蒙に取り組む

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

因・町
長

町
長

町
長

町
長

山
𦚰

教
育
長

山
𦚰

教
育
長

教
育
長

大川小学校エアコン設置で授業

町
長
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久
我久我　純治 議員

３
年
前
切
り
す

ぎ
て
枯
れ
て
し

ま
っ
た
ケ
ヤ
キ
通
り
の
樹

木
、植
え
替
え
る
と
い
っ
て

埋
め
立
て
て
し
ま
っ
た
の

は
何
故
な
の
か
。

　

木
も
生
き
も
の
、手
入

れ
は
大
切
に
し
な
い
と
い

け
な
い
。

　

管
理
会
社
の
職
員
は
免

許
を
も
っ
て
木
を
切
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

　

切
り
方
は
雑
す
ぎ
で
枯
れ

る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
か
ら
も
管
理
会
社

に
ま
か
せ
っ
ぱ
な
し
で
は

な
く
指
導
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

福祉センター・福祉協議会について
水上・住民福祉部長／状況を調査して検討したい

　

信
号
の
近
く
の
樹
木
は

大
き
く
な
る
と
信
号
が
見

え
に
く
く
な
る
の
で
植
え

変
え
ず
に
埋
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

街
路
樹
だ
け
で
な
く
公

福
祉
協
議
会
は

昭
和
36
年
６
月

任
意
団
体
と
し
て
設
立
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
昭
和

58
年
に
寿
楽
荘
と
し
て
建

設
さ
れ
、も
う
古
い
建
物

で
す
。

　

受
付
の
窓
口
は
昔
の
ま

ま
で
誰
が
入
っ
て
、又
出

て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
状

態
で
す
。

　

開
か
れ
た
窓
口
に
す
べ

き
で
あ
る
と
同
時
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職

員
は
所
定
の
位
置
に
い
る

べ
き
で
、外
来
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
達
の
対
応
を

す
べ
き
だ
と
思
う
。

　

駐
車
場
も
不
足
し
て
い

な
い
の
か
、ま
た
、日
曜
日
は

開
館
で
き
な
い
の
で
す
か
。

ケ
ヤ
キ
通
り
の
樹
木
に
つ
い
て

吉
武
・
都
市
政
策
部
長
／
日
頃
の
点
検
と
維
持
管
理
に
努
め
ま
す

　

当
初
建
設
し
た
部
分
は

築
年
数
35
年
が
経
っ
て
い

る
。

　

今
後
、公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
中
で
改
修

計
画
を
決
定
し
、受
け
付

け
部
分
は
状
況
を
調
査
し

検
討
し
た
い
。

　

日
曜
日
閉
館
は
平
成
21

年
理
事
会
で
決
定
し
ま
し

た
。

　

職
員
は
所
定
の
位
置
に

も
ど
し
ま
す
。

　

駐
車
場
は
公
共
の
乗
物

で
き
て
ほ
し
い
。

久
我

都
市
政
策
部
長

住
民
福
祉
部
長

福祉センターの受付

植替えず埋めたてられた樹木あと

園
の
樹
木
も
今
年
都
市
計

画
課
を
つ
く
っ
た
そ
の
課

の
中
に
公
園
係
を
独
立
し

て
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

樹
木
も
日
頃
の
点
検
と

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
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次回12月議会は…
12月５日（金）　９：30開始予定

８日（月）　９：30 〜
　　　　　　  　一般質問予定

日　　時　11月22日(土)

　　　　　午後６時〜午後７時30分(予定)

　　　　　受付開始　午後５時00分

場　　所　サンレイクかすや　多目的ホール

報告事項　１. 平成25年度一般会計決算

　　　　　２. （仮称）こども館建設について

　　　　　３. 九大農場跡地対策の現状と今後の 

　　　　　　　移転計画について（遺跡問題）

　　　　　４. �学校給食センター建設進捗について

『粕屋町議会報告会』を開催します
問合せ　粕屋町議会事務局 ☎938-0161

開校以来続く

― 気づき・考え・実行する ―

JRC 青少年赤十字活動

　開校以来、現在にいたるまで「青少年赤十字
活動」に、全校児童が取り組んでいます。毎年
加盟更新を行い、様々な活動を通して、生命
と健康を大切すること、人のために尽くす奉
仕の心や実践力を育てること、仲良く助け合
う精神を養うことなど、子どもたちの豊かな
心と実践力を育てています。

粕屋中央小学校の取り組み

今年５月の議会報告会の様子

東北大震災募金

あいさつ運動

毎月１回のアルミ缶登校

緑の里へ車いす寄贈

広島土砂災害募金

青少年赤十字加盟更新式

こ の 他 に も、 赤 い 羽 根 募 金 や ペ ッ ト ボ ト ル
キャップを集めてワクチンにかえたり、プルタ
ブを回収したりする活動をしています。

≪訂正とお詫び≫
　133号の11ページ、太田議員の一般質問の見出しで吉
武・都市政策部長／「28年度中に解体します」は「28年
度以降に計画します」の誤りでした。たいへん申し訳あり
ませんでした。ここに訂正してお詫びいたします。
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